
 

2009年度下半期の活動を協議  

－1 月 31 日（日）の理事会で 

 
 研究所では，1月 31 日（日）定例研究会後に理事 
会を行い，2009 年度下半期の活動について協議し 
ます。 

   それに先立ち，昨年 11月 26 日には第 6回常任 
理事会を開催し，その骨格について話し合いました 
ので紹介します。 

 
 
 
 研究所活動の基本は調査 
研究活動にありますが，予 
算上の制約もありここ数年 
は研究所の取組みとしてま 
とまった調査研究活動はで 
きておらず，個々の研究者 
の活動に委ねられてきた傾 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

向があります。 
そこで，今期下半期には本格的に調査研究活動

に取り組むこととし，現在高知県の各地域で地域

再生や産業活性化の資源として注目を集めてい

る「ゆず」をテーマにあげてみてはどうかという

ことになり，理事会で具体化を図ることになりま

した。 
 スケジュール的には，2 月から取組み次期総会
もしくは第 38 回高知県自治体学校（夏に予定）
でとりまとめを報告できるような日程を考えて

います。 
 
 
 
 今年度定例研究会は，「高知県産振計画研究」

と「時宜にかなったテーマ研究」を毎月交互に 
行う目標で取り組んできましたが，「ゆずをテー 
マにした調査研究」を高知県産振計画研究に置換

え，今後は「時宜にかなったテーマ研究」を中心 
にすすめていくこととしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

2010年 
2月 1日 

2010. 2  Feb  付録 

「ゆず」をテーマに調査・研究活動 

定例研究会も継続的に 

 

第 38 回高知自治体学校は夏に開催 

 今年度の高知自治体学校は衆議院選挙の影

響で秋に開催しましたが，次回第 38回自治体
学校は，参議院選挙をにらみながら従来どお

り夏に開催する方向としました。 
 実行委員会は広い範囲で呼び掛けることや

地元体制の確立も視野に入れ，早め（2月中）
に発足させることとしました。 
 開催地は，伊野→中土佐→高知→中村→奈

半利の順できており，次回は高知県北部地域

での開催が議論の中心になると思われます。 
 
      １月定例研究会 

■1月 31日（日）13時～15時 
   ■共済会館 4階 桃麗の間 

   ■「医療と貧困を考える」 

     ～高知県最初の「無料低額診療事 

業」に取り組んで 

    【報告】岡村啓佐氏 

        （医療生協潮江診療所事務長） 

   その後理事会・新年会 

 
 
 
 
 地域ではいろんな団体がまちづくりの取組

みを進めているのに，研究所会員はもとより，

「住民と自治」読者の空白自治体はまだまだ

たくさんあります。 
 そこで，これらの取組みと運動面・組織面

での連携を深め，町や村の研究所として発展

させていくことが研究所の組織建設にとって

も重要です。 
 東・西・北・中央ﾌﾞﾛｯｸで 1か所ずつくらい
の「まち研」づくりに向けた議論もしていき

ます。 

    

「まち研」づくりへスタート 


